


タクシー業界に於ける安全教育の現状

自宅の近くに日曜祭日が休業な自動車教習所がある。

そこで時々見かけるのが大手宅配業者がトラックを持ち込んで車両感覚の習得訓練や安全運転の

講習を実施している。また、安全運転のコンテストなどに参加する選手の訓練だったりするよ

うだ。

　車を停める時も車止めをタイヤに噛ませる事を励行していたり、ハンドルを一杯に切って暴走

防止の処置を施したりしている。また、かなり昔の話しになるが高速道路での居眠り運転事故が

長距離トラックで多発した事を受けて科学的な検証実験を行ったり（視線の記録装置や脳波計な

どを運転者に装着して生理学的な解明を行うという実験）トラック業界は事故を防ぐ／回避する

努力を行ってきた。悪い表現になるが「たかだか数百円の荷物を運ぶ業界」であるのに・・・で

ある。

では、人命を運んでいるタクシー業界は、どの様な取り組みをしているのだろうか。

少なくとも頑固親父が知っている限りは「何もしていない」のと同じ程度と言えるだろう。

この点は、何回も会社に対してメッセージを発信しているのだが、基本的には「完全無視」で

ある。また、新規採用者に対する教育もあらゆる意味で不十分である。

配属されて数年経った準ベテラン乗務員の事故の例

帰庫時間に遅れそうなので首都高速を使って営業所に向かっていた。雨降りなので一般道の渋滞

が激しかったという事であった。首都高速の一ノ橋ジャンクションを目黒方向へ分岐した。カー

ブに差し掛かった時に後輪がグリップを失って流れた。速度は１００Km／ｈ前後（電子タコグラ

フで確認）であった。本人は立て直せると思ってハンドル操作を行った。俗にいうカウンターを

当てた訳だ。一瞬、体勢が立ち直ったかに見えたが結局グリップが戻らずに側壁に激突して大破

。幸いにも後続車がいなかったので二次事故には繋がらなかったが、かなり危険な状況であった

。

　主原因はタクシー用のタイヤの特性を理解しておらず、自家用のタイヤと同じ信頼を持って雨

天にも関わらず１００Km/ｈの速度でカーブに進入した事にある。

配属されたばかりの新人の事故の例

中央高速から首都高速へ空車で進行中。この時も雨天で降雨量は強めの雨であった。

下り車線に三鷹料金所がある場所が料金所を迂回する形で左右とカーブしている場所がある。こ

の部分は中央高速の「高速道路」の規格で作られている為にカント（カーブに合わせてバンクが

ついている）ので内側部分に傾斜している。左側部分に事務所と駐車場がある関係で雨水が左方

向から内側へ向かって流れる構造になっており、雨量によっては内側に水が溜まりやすい構造

になっている。頑固親父を含んで気の効くドライバーなら内側に水溜りができる事は知っている

筈である。少なくとも頑固親父は「水溜りを避けて」走る。



　ところが新人君はこのような状況を知らなかった。これは責められないだろう。プロのドラ

イバーといえでも都内の道路を全て把握している訳ではないだろう。問題はその次の対応の点だ

。

　この時も１０５Km/ｈ位で水溜りに突入した。この条件であるのでハイドロプレーニング現象が

発生した。しかも、右側だけというかなり危険な状況である。同時に右側部分だけが水溜りに突

入したので抵抗になりハンドルが大きく取られる事になった。さらに水飛沫が上がり視界も低下

。この乗務員はパニックになって右にハンドルを取られたので左にハンドルを切りながら急ブレ

ーキを掛けた。結果は想像の通りにスピンして側壁に激突して大破した。この時も後続車がい

なかったので二次事故は発生しなかったので幸いである。この主原因は「ハイドロプレーニング

現象」をまったく知らなかった点にある。しかし、耳知識としてハイドロプレーニング現象を知

っていたとしても、ある程度の経験がないと適切な対応は困難であったであろう。特に片側が水

溜りに突入するというベテランでも危険な状況であったので、知識だけで完全な対応が出来たと

は保証の限りではない。しかし、ベテランであれば１０５Km/ｈでカーブを走る事はなかっただ

ろう。また、急ブレーキを掛ける事は１００％ないと思われる。

両事故ともに適切な教育が施されていれば防げた筈の事故である。

また、高度安全教育が体験できる施設があるので、こういった施設で極限状態の体験を実施する

事ができれば大きな事故は半減できると思うのは頑固親父の妄想なのでしょうか？
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